
どうする？「アクティブラーニング」  『新・学習指導要領』の対応ウチの学校どうするの？  子どもが主人公の学校づくりは？ 

 

 

2016年 12月 10日(土)11:00～11日(日)12:40全国教育文化会館 7階 大会議室 
 

「高校生戦後 70 年未来プロジェクト」が「格差のない平和な未来」を全国で訴えた一方で、専守防衛を投げ捨てた「安保関連法の改定」が強行された 2015 年。 

「18 選挙権実施」の一方で「教師の政治的中立性」を看板に主権者を育てる教育への統制が強められる等、教育をめぐる情勢は両極の綱引き状態の中にあります。 

この情勢下ですすめられている「学習指導要領」改訂作業。大阪府の「教育行政一元化」に象徴される情勢をみるとこの「改訂」の私学への影響はこれまで以上になると予想されます。 

この情勢下､私学現場の「現実を動かすため」に「新･学習指導要領」をどう読みとり、教育課程づくりをどう展開するかについて議論するシンポジウムです。 

1 日目（12 月 10 日 11:00～17:30） 特別報告・講演・パネルディスカッション  

  11:00～ 主催者あいさつ  基調報告 
 

 12:00～ 特別報告…「大阪の教育行政の実態」  松尾良作さん （大阪私教組委員長） 
    日本の教育の未来像？  数値のみで測られた結果「教育」「学校」が崩壊ともいえる状況を呈しはじめている大阪の教育の現状が語られます 

 

  13:30～ 講演「学習指導要領改訂と私学の教育課程づくり」 

           名古屋大学大学院教育発達科学研究科・教育学部教授  植田健男さん 
   「新・学習指導要領」の問題点を指摘していただき、私学における「教育課程」づくりについてお話しいただきます。 

   15:00～ パネルディスカッション 

「民主的教育課程づくりに向けて…当事者高校生が求める『学び』は」 
  パネラー：・愛知高フェス高校生  ・大東学園 生徒  ・旭丘高校 生徒  ・私学卒業生  ・植田健男教授 

「1 万人アンケート」分析結果、学びについての要求、私学での学びを土台にした今などパネラーの報告とともにフロ

アの高校生､教職員､父母の発言も求めます。植田先生には報告を受けて教育課程づくりの展望をお話しいただきます。 

参加費無料 

私学教育の自由と 

主権者教育・主権者を育てる学び 

｢～現実を動かすために～｣ 

その問いの「答え」を探す議論を展開します!! 

 

 

講師･パネラー 植田健男教授 

専門：「教育課程経営学」 

「カリキュラムの地域的共同所有」『子

どもたちの未来と日本の教育改革−私た

ちの「人間的自立」をめざして−』など 



 

２日目（12 月 1１日 9:30～12:40）  分科会と閉会全体会 

分科会：9:30～12:00 

テーマ：教育課程づくりに「主権者を育てる学び」を 
 18 歳選挙権実施に伴い「主権者教育」が取り沙汰されましたが、教育の目的が「人

格の完成」であるならば、本来学校教育全体が「主権者教育」となるのではないでし

ょうか。この視点で２つの分科会を設定し、各々レポート 2 本を基に議論します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会全体会：12:10～12:40 

私学教育の自由と 

主権者教育・主権者を育てる学び 

｢～現実を動かすために～｣ 

第１分科会「アクティブラーニング」をめぐって 
レポート…神奈川：桐蔭学園｢学園をあげたアクティブラーニング導入」 

     埼玉：自由の森学園「生徒が主体的に学ぶ授業･学習活動(仮)」 

今回の「学習指導要領改訂」の目玉とされる「アクティブラーニング」。その導入に

ついて、各学園で戸惑いが生まれています。「導入」を先行させた学園で問題が起きた

事例も報告されています。一方で私学には、これまで生徒が主体的、対話的に参加す

る教育実践の積み重ねがあります。「主体的な学び」が柱の一つとされる今改訂の「ア

クティブラーニング」は、「主権者を育てる学び」となるのか議論していきます。 

第２分科会 教科外活動は｢主権者を育てる学び｣の場面 
レポート…岐阜：岐阜聖徳学園 「模擬選挙の取り組み」 

東京：大東学園高校「18 歳選挙権実施に向けた三者協議会による校則改正」 

2015.10.29 文科省通知は、18 歳選挙権を｢投票行動｣に矮小化するように高校生

の政治活動に制限をかけています。しかし子どもたちは教室の中で人間関係の調整や

居場所づくりなど極めて政治的な状況に生きています。こうした現実の中で、教育基

本法が掲げる｢平和で民主的な社会の形成者｣としての｢人格の完成｣という教育の目的

は、身近な他者との生活づくりの中でこそ育まれるのではないでしょうか。｢学校の教

育活動の全体計画＝『教育課程』｣の視点に立って議論していきます。  

アクセス 


